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ゆかいな

　昨年８月、丹原高校を代表し、７日間の台湾
への研修に行きました。
　日本食高級スーパー「裕

ゆうもうや
毛屋」では、本校で

栽培し農産物の生産工程管理に関する国際規格
「グローバルGAP」認証を取得したブドウな
どを店頭で販売。日本で１房3,000円以上する
シャインマスカットを、認証のポップ広告を見
て迷わず購入してくれるお客さんが思っていた
より多かったです。品質の良いものは価格が少
し高くても売れると感じました。また、お客さ
んが笑顔であいさつを返してくれたり、年配の
方が日本語で話し掛けてくれたりして、台湾に
は親日の方が多いと気付きました。
　同スーパーの食品工場では、総菜やデザート

など、さまざまな食品の製造から包装を手作業
で体験。一緒にいた方が丁寧に教えてくれて、
多様な作業を学べました。宿泊した社員寮は台
中市郊外の自然豊かな所にあり、西条と似てい
ました。でもやっぱり、安心して飲めるおいし
い水がある西条がいいな、と思いました。
　現地高校生との交流のため、学校も訪問。最
初は言語の壁に戸惑いましたが、スマホの翻訳
機能や英語を利用し、楽しく会話ができました。
　台湾の人々や文化と触れ合うことで、世界観
が広がり、より一層国際社会に関心を持ちまし
た。この研修によって興味を持ったアジアの食
文化や流通経済について、今後の大学での学び
につなげたいです。

台湾研修での貴重な一週間

（左）裕毛屋での販売体験。現
地の人と笑顔で会話　（中）海
外でのインターンシップは愛媛
県立高校で初めて　（右）員林
高級農工職業学校の生徒と交流
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